
一 般 質 問 発 言 通 告 表 
 

向日市議会 令和４年第１回定例会 
令和４年３月７日 

    
質問順    

  
会  派  名 
氏     名   

    
質  問  事  項 （要  旨）    

１ 
日本共産党議員団 
北 林 智 子 

１ 保育行政について 
２ お買い物クーポン券について  

２ 
令和自民クラブ 

天 野 俊 宏 

１ 西向日駅前整備について 
２ 竹の径を活用した観光振興について 
３ 防災士について 
４ 市制 50 周年記念事業と教育 150 年記念事業について 

３ 
公 明 党 議 員 団 
福 田 正 人 

１ デジタル田園都市構想に関する取り組みの推進について 

２ 自販機リサイクルボックス異物混入について 

４ 
ＭＵＫＯクラブ 

太 田 秀 明 

１ 大規模事業による市民のメリット・ディメリットについて 
２ 健康増進センターと市民温水プールについて 
３ 学校・保育園・幼稚園のコロナ感染について 
４ 保育所について 
５ 多目的グラウンド設置の進捗状況について 

５ 
令和新政クラブ 

上 田   雅 
１ ごみ等に関する施策について 
２ 農業等に関する施策について 

６ 杉 谷 伸 夫 

１ 「ゆめパレアむこうの今後」の検討の場に利用者･市民の参

加を 

２ ＪＲ向日町駅自由通路事業と東口再開発事業について 

３ 地球温暖化対策の目標達成へ、向日市行政に求められるこ

とは？ 
４ 個人情報保護条例の改正に、向日市はどう向き合うか？ 

７ 
日本共産党議員団 
山 田 千枝子 

１ ゆめパレアむこうの市民温水プールを存続することについて 
２ 職員の公正な職務の執行の確保に関する条例制定後の組織 

の変化と市民との信頼関係について 
３ 阪急洛西口駅西地区土地区画整理事業の送電鉄塔建替工事

などについて 

８ 
令和自民クラブ 

永 井 照 人 

１ 農地所有者の立場から特定生産緑地と税等について 
２ ゼロ成長時代及びコロナ禍の中で本市の教育等の取り組み

について 

９ 
ＭＵＫＯクラブ 

和 島 一 行 

１ 猫の餌やり禁止看板、他について 
２ 竹の径の整備について 
３ 公式 LINE アカウントのバージョンアップを 



１０ 村 田 光 隆 １ 災害時の自宅療養者、濃厚接触者の避難場所について 
２ 帯状疱疹の予防接種費用の助成を求める 

１１ 
日本共産党議員団 
常 盤 ゆかり 

１ ジェンダー平等社会の実現に向けて 

２ 手話言語条例の状況、加齢性難聴者への支援について 

３ 不登校・ひきこもり支援について 

１２ 飛鳥井 佳 子 

１ 国連の「世界社会正義の日」を広く啓発し、市役所・学校

等で実践することについて 
２ 男性の育児休業取得促進等ジェンダー平等社会の構築につ

いて 
３ 飼い主のいない猫の不妊去勢手術等補助金交付制度の拡充

について 
４ 五塚原古墳とはり湖山の自然の保全について 
５ コロナ禍の海外ルーツの子どもたちの支援施策をすること

について 
６ 第３保育所跡地を活用し、休園時「代替保育」を！ 

１３ 
日本共産党議員団 
佐 藤 新 一 

１ コロナ対策及び検査体制について 

２ 向日市のＣＯ2削減による気候温暖化対策 

３ 都市計画道路牛ケ瀬馬場線について 

４ 通学路の安全対策 

１４ 
日本共産党議員団 
米 重 健 男 

１ JR 向日町駅について 
２ 精神障がい連絡員の設置について 
３ 道路整備について 
４ 災害時のペットへの対応について 
５ 小中学校におけるタブレット端末の使用について 

１５ 
日本共産党議員団 
丹 野 直 次 

１ 原発事故から１１年目の防災対策について 
２ 府道の整備改修と計画路線の改廃について 
３ 東山への「ぐるっとむこうバス」のルート改定を急げ 
４ 憲法９条と「敵基地攻撃能力」について 

 
 











傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括質問） 
 

質問者氏名 福田 正人 所属会派名 公明党議員団 

表題    質問事項（質問の要旨） 

１．デジタル田園都市構想に

関する取り組みの推進につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 感染症の拡大防止・不登校児童生徒など誰もが 
リモート授業を可能とするための通信環境の整備 
デジタル教材や通信料の無償化など各家庭状況に 
見合った取り組みを求めるが如何か。 

② オンライン診療を実施する前提となる「かかりつ

け医師」を配置し、すべての市民が「かかりつけ

医師」と繋がれるための取り組みを強化すべきと

考えるが如何か。 
③ 本市の農業経営・デジタル人材の確保・転職なき 

移住を促進するためのテレワークの拡大やサテラ

イトオフィスの整備等に対する補助金の創設と 
住宅取得支援や通信料金の軽減などの取り組みを 
進めるべきと考えるが如何か。 

④ マイナンバーカードの普及率と施策を聞く。 
⑤ １月開始の５０００円分付与がされる制度につい

てどのように普及促進を進めるのかを聞く。 
⑥ 今後、健康保険証や口座の登録で１５０００円分 

が付与されるが、どのような利点があるのか。 
⑦ カードの申請が面倒との声があり、また高齢者に

は理解が難しいと考える。そこで申請説明会やス

マホ教室等の普及促進のための対応を希望するが

如何か。 
２．自販機リサイクルボック

ス異物混入について 
 
 
 
 
 
 
 

① さらなるごみ減量にむけ「プラスチックごみゼロ 
宣言」を行うべきと考えるが如何か。 

② 自販機リサイクルボックスへの一般廃棄物の混入

について本市の見解を聞く。 
③ 行政として、業界と連携し、異物混入が多いエリ

アの調査を含めた実態の把握・公共回収ボックス

の適切な設置・官民共同の新しいモデル策定等へ

の協議体の立ち上げを提案するが、問題解決の考

えを伺う。 
 



傍聴者 配布資料 

 





傍聴者 配布資料 

 



傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 上田 雅 所属会派名 令和新政クラブ 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１． 
ごみ等に関する施策に 
ついて 

 
ごみの減量を図るための施策について 

伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

２． 
農業に関する施策に 
ついて 
 

 

 
農産物のブランド化と環境保全等について 

伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



傍聴者 配布資料 

 













傍聴者 配布資料 

 











傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 常盤 ゆかり 所属会派名 日本共産党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．ジェンダー平等社会の実

現に向けて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ジェンダー平等社会とは、誰もがその人らしく生き 
ていくことができる社会であるが、日本は「ジェンダ 
ーギャップ指数」において政治、経済、健康、教育の 
分野で１５６ヵ国中１２０位である。 
１．持続可能な開発目標 SDGs の５番目「ジェンダ

ー平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワ

ーメントを図る」とされているが、市の男女共同参

画計画は市民にどのように広め周知していくか。 
２．ジェンダー平等社会、男女共同参画の視点へ向け

た職員研修などの取り組みについてはどうか。 
３．女性差別撤廃条約選択議定書の批准への市長の

考えを聞く。 
４．教育現場でのジェンダー平等実現への取り組み、

児童生徒へのジェンダー教育、教職員研修、保護者

への働きかけなど、どのように実施されているか。 
５．DV 相談、性暴力相談の 24 時間対応の電話、LINE
など SNS を使った体制の実施へ、府からの支援を

求めていただきたい。 
６．向日市でも２１年１０月からパートナーシップ

宣誓制度が施行された。制度の周知と自治体間協

定についての今後の取り組みについて聞く。 
２．手話言語条例の状況、加

齢性難聴者への支援について 
 
 
 
 

１．向日市手話言語条例は平成 2９（2017 年）3 月 3
日に制定された。 
城陽市、京都市に続き京都府で 3 番目、全国では６

４番目である。 
①条例の目的には、「市民の手話への理解の促進と手

話の普及を促進するために、基本理念を定め、市の責

務及び市民の役割を明らかにする」とされている。条

例制定後のこれまでの成果について聞く。 
②手話を学べる動画発信されているが、もっと動画

を見てもらうための取り組みについてどうか。 
③現在手話通訳有資格者は５人。今後、庁内に手話通

訳者を増やす見込みと採用についてどうか。 



傍聴者 配布資料 
④これからの課題はどうか。 
２．加齢性難聴者への支援について 
①補聴器購入の補助制度について 
②来客を光で知らせるインターフォンの周知と補助

について 
以上、検討していただきたいがどうか。 

３．不登校・ひきこもり支援

について 
１．長引くコロナ禍により不登校支援の在り方もさ

らに多様性が求められている。中学校卒業後の進路

も併せて相談体制など拡充された施策はあるか。 
２．不登校児童生徒へのタブレットの利活用につい

て現状を聞く。 
３．長岡京市では新年度予算で「ひきこもり支援の訪

問相談事業」に 630 万円の予算が計上された。今後

ひきこもり支援へ市として考えていることはある

か。 
 

 











傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 米重 健男 所属会派名 日本共産党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．JR 向日町駅について 
 
 
 
 
 
 
 

JR 向日町駅東口開設については、事業の全容を市

民に明らかにし、向日市の将来に向けたまちづくり

の一環として、市民の間で懸念されている事項や問

題とされる点について指摘してきた。今月 10 日には

自由通路新設に係る工事協定の締結がなされ、18 日

には再開発事業組合の設立認可が京都府において出

された。前回議会で東口開設に係る約 42 億円の債務

負担行為が提出され、また今年度当初予算について

も実施設計に係る予算が組み込まれている。JR 向日

町駅東口の開設は東側地域の長年の要求でもある

が、再開発事業についてはその必要性や進め方など

に疑問の声が多々出ているところである。 
１．工事概算額調書における概算額の根拠は何か。 
２．公的な負担が 40 億円以上もあるのであるから工

事概算調書の根拠となる資料は広く市民に公開す

るべきではないか。 
３．国交省の要綱では、駅舎の工事費への公的な支出

は橋上駅舎の工事費から地上での駅舎建替え工事

費を差し引いたものにすることができるとある。

市民負担低減のために検討するべきではないか。 
４．協定書の第 13 条よると「甲は、工事しゅん功後、

自由通路及び駅前広場に必要となる乙の用地（別

紙４用地処理図（以下「用地処理図」という。）に

黄色で示す部分）を取得するものとする。」とされ

ているが、この部分の取得費用の概算が示されて

いない。他駅の工事では無償で譲渡されている場

合もあるが、本市でも要求するべきではないか。 
５．橋上駅舎使用開始と自由通路東口開設は同時で

はないが、線路側の再開発ビルの開業前でもビル

内の通路部分の工事を先行させれば、橋上駅舎と

自由通路の開設は同時にすることが可能である。 
６．自由通路は自転車を押して利用できるような形

にしてほしい。 



傍聴者 配布資料 
２．精神障がい連絡員の設置

について 
 
 
 
 
 
 

長岡京市では本市と同様に基本計画等を策定して

おられるが、「誰もが共に自分らしく暮らす長岡京市

障がい者基本条例」に規定する相談体制を整備する

ため、平成 30 年４月に精神障がい者に対する差別

的取り扱いや合理的配慮の不提供に関する相談を受

ける長岡京市精神障がい者連絡員を設置しました。」

とされている。本市においても長岡京市と同様な制

度の整備を行われてはいかがか。 
３．道路整備について 
 
 
 
 
 

生活道路整備については、これまでも我が党は何度

か取り上げて来ている。生活道路の整備の必要性に

ついては市でも重要性については認識しておられる

が、非常に市民要求の強い課題でもあり、なかなか改

善が進まない分野でもある事を指摘したいと思う。 
１．電柱により歩行者等の円滑な通行が阻害されて

いる場所への対策について 
２．東西交通の円滑化について 
  森本町から上植野町にかけて複数ある地下通路

について本格的な改修の検討を市として行う必要

があると考えるがいかがか。 
４．災害時のペットへの対応

について 
 
 
 
 
 

 東日本大震災以降、ペットの同行避難について社

会的にも要請が強まっているところであり、2018 年

には環境省が「災害時におけるペットの救護対策ガ

イドライン」を作成している。本年 2 月には環境省

が自治体の管理者向けにチェックリストを作成し、

近く都道府県などに通知する方針を決定している。

現状と今後の方向性について伺う。 
５．小中学校におけるタブレ

ット端末の使用について 
 
 
 
 
 

 本市においては昨年より、市内の全小中学校にお

いて、児童生徒一人につき 1 台のタブレット端末導

入されたところである。保護者におかれても長期間

の休暇による学習の遅れなどを心配されておられる

ところである。 
１．新型コロナ感染症における陽性者や濃厚接触者

となった場合や、感染予防の目的で自主的に休校

している場合等で、児童生徒への学習の保障や面

談などの機会の確保への対応について 
２．長期休校になる児童生徒への対応について 

 



傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 丹野 直次 所属会派名 日本共産党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．原発事故から１１年目の

防災対策について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．政府の発表では、原発事故からふるさとに戻れな

い住民は福島県だけで３．５万人と岩手、宮城両県

含めて約８万人が全国各地に避難されているとな

っています。本市でも福島県から避難者が暮らし

ておられますが把握されていますか。行政として

援助と支援はどうか。 
２．今年度の向日市防災会議の開催予定について 
３．向日市防災訓練について 
昨年度は参加者の安全上から中止されていますが、

防災、減災にむけた訓練再開をすべきです。災害発

生時の住民の新しい避難情報の変更と防災マップ

改訂について 
４．２０５０年には LNG と石炭火力発電は停止され

ていく運命になってきました。 
原発に頼らずエネルギーを得る対策と施策に真剣

に取組むべきです。 
経産省資源エネルギー庁の HP にあるようにこれ

からの省エネ化と新エネルギーの活用として再生

エネルギー（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマ

ス）の転換しかない。地球温暖化対策 COP３から

発信した京都からすすめていく意義があります。電

気の地産地消について 
２．府道の整備改修と計画路

線の改廃について 
 
 
 
 

１．府道の整備について 
府道路にかかる橋梁、JR 京都線下(アンダーパス)
の安全点検と整備を問う。府に対して前田地下道の

歩道改修整備についての協議について 
２．府道（外環状線第２工区）廃止決定以降からの対

応についてと関連し府道西京高槻線寺戸工区その

２の拡幅改修事業の進捗と今後の完成にむけた予

定はどうか。 



傍聴者 配布資料 
３．東山への「ぐるっとむこ

うバス」のルート改定を急げ 
１．昨年末の第３回地域公共交通会議で、２カ所のバ

ス停新設が提案されていました。１日も早く実現

するよう期待されています。 
配付資料によると、運行開始からの運行実績による

と、南ルートは北ルートの約２倍となる数値でし

た。この数値をどのように受け止めていますか。次

に、２０２１年の運行経費から乗車料金収入を差し

引いた収支（見込み）についてどうか。次回公共交

通会議の開催はいつか 
２．運行ルートに阪急西向日駅を結ぶ見通しについ 
て。燃料価格高騰の影響について 

３．コミュニティバスの今後の利用促進について 
高齢者をもっと元気にするための施策。 
長距離移動困難者など利用促進策は 
市のイベントや土日の運行を検討すること 

４．憲法９条と「敵基地攻撃

能力」について 
政府は、今国会の答弁で｢敵基地攻撃能力｣とは、相

手国の領域まで踏み込んでレーダー基地を破壊し、

制空権を確保した上で敵のミサイル基地を破壊し

ていく一連のオペレーションの検討をしていると

明言しました。 
これまでの憲法解釈を超え平和理念９条に反する

ものではないでしょうか。 
向日市は、「世界平和都市」としての立場を十分に

発揮されんことを希望しますが、憲法認識と平和理

念についての見解と新たな｢敵基地攻撃能力｣論及

び憲法９条に自衛隊の明記に対するご所見を問う。 
 


